
月　日 会議名 会議の主な内容

12月３日 本会議
決算特別委員長による審査結果の報告、採決
市長提出議案の説明、人事案件に同意

12月９日～12日 本会議 一般質問（23人）

12月13日～18日 各委員会 議案および請願・陳情の審査、採決

12月19日 特別委員会 付議事項の調査・研究

12月23日 本会議
議員提出議案の説明、討論、採決
各委員長による審査結果の報告、討論、採決

12月定例会の経過

冬の日本海（中央区西海岸公園付近）　かつてこの地を訪れた詩人・北原白秋は、夕暮れの日本海の情
景を基に「海は荒海、向こうは佐渡よ」の歌詞で始まる童謡「砂山」の作詞をしたといわれています。護
国神社境内には記念の歌碑が建立されています。

12月定例会

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

 

57
議
案
を
議
決

▼  

令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
７
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

▼  

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
や
建
設
工
事
の
平
準
化
な
ど
を
含
む
９

億
８
４
１
０
万
円
の
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
、
補
正

後
の
総
額
は
４
０
０
１
億
２
１
７
６
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼  

新
潟
市
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
、
職
員
給
与
の
改
定
に

係
る
９
議
案
を
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■平成30年度一般会計・７特別会計決算の認定
　一般会計および７特別会計の歳入歳出決算額は次のとおりです。

■令和元年度一般会計補正予算
　◆強い農業づくり交付金事業
　  　国の交付金を活用し、農業生産法人などが行う生産技術高度
化施設などの導入を図り、産地の収益力強化を推進するための
経費として、１億3,500万円を増額補正しました。
　◆建設工事の平準化
　  　建設工事の施工時期の平準化を図るため、公共建築物保全適
正化推進事業など、令和２年度工事の一部を前倒しして実施す
る経費として、７億9,330万円を計上しました。

歳入決算額
（円）

前年度比
（％）

歳出決算額
（円）

前年度比
（％）

一般会計 384,989,225,422 94.7 379,276,736,839 94.0
特別会計
（７会計） 239,429,607,785 102.4 235,471,909,443 102.7

合　　計 624,418,833,207 97.5 614,748,646,282 97.1

可決された主な議案

　議会報告会を11月24日に市内８区で開催しました。
　今回は、第１部で９月定例会各常任委員会や決算特別委員会
各分科会で審査した概要を報告し、第２部で参加者の皆さまと
「超高齢社会のあり方」をテーマに意見交換を行い、健康、福
祉、公共交通など本市の施策に対してさまざまなご意見を頂き
ました。
　頂いたご意見は今後の議会審議に生かしていきます。
　詳細は市議会ホームページに掲載している他、市政情報室（市
役所本館１階）、各区役所の行政情報コーナーでもご覧いただ
けます。

第14回　議会報告会の開催結果

区 会　場 参加者数
北　区 葛塚コミュニティセンター ６人
東　区 中地区公民館 13人
中央区 クロスパルにいがた 16人
江南区 江南区役所 １人
秋葉区 新津地区市民会館 ９人
南　区 白根地域生活センター ６人
西　区 西区役所健康センター棟 ５人
西蒲区 西川学習館 12人

議会報告会の様子（中央区）

市の花「チューリップ」
発行：新潟市議会  編集：新潟市議会広報委員会 〒951-8550 新潟市中央区学校町通1番町602番地１  ☎025‐226‐3385 令和２年（2020年）２月２日

（年４回発行）

第88号

新しい「目」で、
新しい「心」で、
新しい「新潟市」

●次回の定例会のお知らせ　２月定例会は２月18日から３月24日までの36日間の会期で開催の予定です。



会
計
年
度
任
用
職
員
の
育
児
休
業
取
得
と

 

公
立
学
校
の
変
形
労
働
時
間
制

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
の
会
計

年
度
任
用
職
員
の
育
児
休
業
の
質
問
に

対
し
、
制
度
移
行
後
は
残
さ
れ
た
任
期

の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
取
り
扱

い
を
参
考
に
し
つ
つ
取
得
を
認
め
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
検
討
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

国
の
非
常
勤
職
員
の
取
り
扱
い
を

参
考
に
検
討
を
進
め
た
結
果
、
育
児
休

業
の
取
得
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

 　
　

公
立
学
校
で
の
一
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
の
導
入
が
可
能
と
な
っ
た

が
、
業
務
量
は
減
ら
ず
長
時
間
労
働
に

拍
車
を
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
も

教
員
の
健
康
も
脅
か
さ
れ
る
と
の
批
判

が
あ
る
。
本
市
で
は
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
が
、
本
市
で
は
夏
季
休
業
中

に
学
校
閉
庁
日
や
年
休
取
得
促
進
日
を

設
定
し
、
休
日
の
ま
と
め
取
り
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
導
入

を
考
え
て
い
な
い
。（
教
育
長
）

新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
大
幅
見
直
し
と

 

小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

市
長
は
選
挙
の
際
に
、
新
バ
ス
シ

ス
テ
ム
・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
「
大
幅
見
直
し
」

を
掲
げ
て
い
た
が
、
実
際
は
「
改
善
」

に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
大
変
関
心
の
高
い
内
容

で
あ
る
た
め
、
市
長
か
ら
丁
寧
な
説
明

が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

具
体
的
な
到
達
点
は
当
時
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
総
括
で
評
価
委
員
会
な

ど
の
評
価
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
満
と

の
乖か

い

離り

を
導
き
出
し
、
方
向
性
を
見
い

だ
せ
た
こ
と
な
ど
に
意
義
が
あ
っ
た
。

 　
　

小
規
模
な
学
校
に
特
色
を
持
た
せ
、

そ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
市
内
全
域
か

ら
子
ど
も
た
ち
が
通
う
こ
と
の
で
き
る

小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
場
合
は
、
導
入
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
に
当
た
っ
て
、
地
域
と
協
議

す
る
中
で
要
望
が
出
て
き
た
場
合
、
一

緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

美
術
館
な
ど
の
収
蔵
品
の
浸
水
対
応
と

 

キ
ッ
ズ
・
ゾ
ー
ン
の
整
備

水
澤　

仁
（
翔
政
会
）

 　
　

川
崎
市
の
文
化
施
設
で
は
台
風
19

号
に
よ
る
浸
水
で
収
蔵
品
に
被
害
が
あ
っ

た
。
本
市
の
美
術
館
や
博
物
館
に
も
多

く
の
美
術
・
工
芸
品
な
ど
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
仕
様
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
整
合
性
が
あ
り
、
浸
水
に
対

応
で
き
る
保
管
態
勢
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

施
設
建
設
当
初
か
ら
水
害
を
考
慮

し
て
お
り
、
現
在
公
表
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
各
想
定
浸
水
被
害
に

も
対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 　
　

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
交
通
事

故
が
相
次
い
で
い
る
。
昨
年
５
月
の
大

津
市
の
保
育
園
児
の
交
通
事
故
を
受
け
、

国
は
保
育
施
設
園
児
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
キ
ッ
ズ
・
ゾ
ー
ン
の
創
設
の

通
知
を
出
し
た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

未
就
学
児
の
教
育
・
保
育
施
設
に

お
い
て
関
係
者
と
緊
急
点
検
を
行
い
、

散
歩
経
路
の
見
直
し
な
ど
可
能
な
対
応

を
行
っ
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏

ま
え
、
関
係
者
と
検
討
し
て
い
く
。

都
心
軸
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
改
善
と

　

分
か
り
や
す
い
避
難
施
設
の
開
設
基
準

深
谷　

成
信（

翔
政
会
）

 　
　

新
潟
駅
全
面
開
業
な
ど
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
投
資
を
呼
び
込
み
さ
ら
な

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
た
め
に
、

都
心
軸
の
東
大
通
交
差
点
と
流
作
場
五

差
路
の
歩
道
橋
は
、
横
断
歩
道
な
ど
の

整
備
に
よ
り
歩
行
者
空
間
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
は
。流作場五差路に設置されている歩

道橋（中央区）

　
　

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
東
大
通
の
歩
行
空
間

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
管
理
者
で
あ
る
国

や
警
察
な
ど
に
働
き
掛
け
を
行
う
。

 　
　

災
害
の
種
別
や
規
模
に
よ
っ
て
避

難
で
き
る
施
設
が
異
な
る
こ
と
に
加
え
、

そ
の
開
設
基
準
が
分
か
り
に
く
い
。
災

害
発
生
時
に
市
民
が
適
切
、
安
全
に
避

難
す
る
た
め
に
は
、
開
設
基
準
を
分
か

り
や
す
く
し
、
避
難
方
法
を
丁
寧
に
周

知
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

山
形
県
沖
地
震
を
踏
ま
え
、
津
波

注
意
報
と
警
報
以
上
で
異
な
っ
て
い
た

避
難
者
受
け
入
れ
体
制
を
同
一
と
し
た
。

今
後
も
丁
寧
な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

職
員
給
与
の
据
え
置
き
と

　

強
度
行
動
障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
支
援

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

 　
　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
歳
出
抑

制
を
図
る
中
、
２
億
９
千
万
円
も
の
職

員
給
与
を
増
額
す
る
こ
と
は
市
民
の
納

得
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、
据
え
置
く
こ

と
が
妥
当
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
回
の
人
事
委
員
会
勧
告
は
、
平

成
31
年
４
月
に
お
け
る
市
内
の
民
間
給

与
と
の
差
を
解
消
す
る
た
め
に
引
き
上

げ
改
定
と
な
っ
た
も
の
で
、
制
度
の
趣

旨
か
ら
尊
重
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

 　
　

強
度
行
動
障
が
い
が
あ
っ
て
も
親

が
子
ど
も
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
い

う
希
望
は
当
た
り
前
に
か
な
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
親

が
介
助
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
住

ま
い
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
令
和
２

年
度
に
向
け
て
具
体
策
は
あ
る
か
。

　
　

世
話
人
処
遇
改
善
補
助
と
重
度
者

支
援
補
助
の
増
額
な
ど
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
対
す
る
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
。

歴
史
・
文
化
財
の
利
活
用
と

 

災
害
時
の
要
支
援
者
の
避
難

小
林　

弘
樹（

翔
政
会
）

 　
　

点
と
し
て
存
在
し
て
い
る
文
化
財

を
周
辺
地
域
も
含
め
た
面
で
捉
え
、
国

土
交
通
省
や
文
化
庁
な
ど
が
所
管
す
る

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
補
助
制
度
を
活

用
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

●歴史まちづくり法
　正式名称は「地域における歴
史的風致の維持及び向上に関す
る法律」で、歴史的なまち並み
などの良好な市街地の環境（歴
史的風致）の維持・向上を目的
に、平成20年に施行された。認
定を受けると、市町村が作成し
た計画に対し、国からさまざま
な支援が受けられる。

　
　

本
市
で
は
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
な
ど
を
活
用
し
建
物
修
景
助
成

な
ど
を
進
め
て
い
る
が
、
地
域
特
性
に

即
し
た
ま
ち
づ
く
り
手
法
を
検
討
す
る
。

 　
　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い

方
を
対
象
と
し
て
設
け
ら
れ
た
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
制
度
の
運
用
状
況
を

伺
う
。
ま
た
人
工
呼
吸
器
や
酸
素
吸
入

器
を
着
け
て
自
宅
で
生
活
す
る
方
に
と
っ

て
電
源
の
喪
失
は
命
に
関
わ
る
た
め
、

電
源
の
あ
る
場
所
へ
の
誘
導
を
確
実
、

迅
速
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

個
別
避
難
支
援
計
画
の
策
定
率
は

３
分
の
２
程
度
で
あ
り
、
策
定
が
進
む

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
電
源
・

医
療
設
備
が
必
要
な
要
支
援
者
は
福
祉

避
難
所
や
医
療
機
関
へ
移
送
を
行
う
。

担
い
手
へ
の
農
地
集
約
化
の
後
押
し
と

 

野
焼
き
禁
止
の
例
外
規
定

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

 　
　

本
市
農
業
構
想
は
、
農
業
の
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
率
の
目
標
を
85
％
に

設
定
し
て
い
る
が
、
農
地
を
受
け
る
側

の
設
備
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
今
後

さ
ら
に
農
地
集
積
を
加
速
さ
せ
る
に
は
、

機
械
、
施
設
の
増
強
や
コ
ス
ト
低
減
へ

の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
機
や
産
地
づ
く
り
の

環
境
整
備
な
ど
、
次
世
代
に
つ
な
が
る

支
援
も
含
め
、
担
い
手
が
安
定
的
に
経

営
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
し
た
い
。

 　
　

野
焼
き
は
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
が
、
例
外
規
定
に
農
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど

が
あ
る
。
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど
の
野
焼

き
を
し
な
い
よ
う
一
律
に
指
導
す
る
の

で
は
な
く
、
例
外
規
定
の
解
釈
を
本
市

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
示
す
べ
き
で
は
。

　
　

例
外
規
定
は
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
、

焼
却
の
許
容
範
囲
は
考
慮
す
べ
き
要
因

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
具
体

的
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

公
共
建
築
物
の
安
全
対
策
の
課
題
と

 

中
学
校
校
則
の
見
直
し

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

平
成
21
年
の
建
築
基
準
法
施
行
令

改
正
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
規
設
置

に
は
二
重
ブ
レ
ー
キ
の
設
置
が
義
務
と

な
っ
た
が
、
本
市
で
も
設
置
さ
れ
て
い

な
い
公
共
施
設
の
数
や
安
全
基
準
の
対

応
状
況
の
全
体
像
を
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
。
公
共
建
築
物
の
管
理
と
い
う

点
で
課
題
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

各
施
設
の
状
況
の
一
元
的
な
管
理

体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
、
全
体
像
の
把
握
を
進
め
て
い
る
。

 　
　

中
学
校
校
則
に
つ
い
て
、
令
和
元

年
９
月
定
例
会
の
答
弁
以
降
の
具
体
的

な
見
直
し
状
況
を
伺
う
。
特
に
校
則
を

変
え
る
場
合
の
規
定
を
盛
り
込
む
必
要

性
や
生
徒
と
教
員
な
ど
と
の
話
し
合
い

の
意
義
な
ど
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

各
学
校
に
お
い
て
「
人
権
」
「
説

明
責
任
」
と
い
う
視
点
で
校
則
の
原
案

を
作
成
し
、
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者

と
議
論
し
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
る
。

ま
た
生
徒
側
か
ら
も
見
直
し
が
で
き
る

よ
う
校
則
を
見
直
す
規
定
も
明
記
す
る
。

（
教
育
長
）

▼  
一
般
質
問
者
は
23
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和２年（2020年）２月２日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html



（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

河
川
流
域
へ
の
同
報
無
線
整
備
と

　

学
校
の
夏
休
み
な
ど
の
日
程
調
整

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

 　
　

台
風
19
号
の
際
の
よ
う
な
河
川
の

増
水
時
に
、
高
齢
者
や
情
報
弱
者
が
分

か
り
や
す
く
危
険
を
察
知
で
き
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
津
波
対
策
用
に

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
阿
賀
野
川
・
信
濃
川
流
域
に

も
増
水
時
に
備
え
て
設
置
す
べ
き
で
は
。

津波対策として設置され
ている同報無線（中央区）

　
　

本
市
の
同
報
無
線
の
整
備
は
津
波

対
策
を
優
先
し
海
岸
線
沿
い
や
河
口
部

を
中
心
に
進
め
て
い
る
。
情
報
弱
者
へ

の
情
報
伝
達
対
策
と
し
て
は
、
緊
急
告

知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
進
め
て
い
く
。

 　
　

地
域
の
祭
り
の
存
続
が
難
し
く
、

ま
た
日
程
が
不
定
期
に
な
っ
て
い
る
要

因
の
一
つ
に
、
学
校
の
夏
休
み
期
間
が

祭
り
の
日
程
と
合
わ
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ

た
長
期
休
業
の
日
程
調
整
が
、
各
学
校

の
裁
量
で
可
能
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

休
業
日
の
日
程
に
つ
い
て
は
校
長

の
裁
量
で
設
定
で
き
る
た
め
、
地
域
と

し
て
要
望
が
あ
れ
ば
、
学
校
に
相
談
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。（
教
育
長
）

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
と

　

東
区
へ
の
適
応
指
導
教
室
の
設
置

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

リ
ス
ク
の
あ
る
妊
婦
が
年
々
増
加

し
、
産
後
う
つ
や
虐
待
の
リ
ス
ク
も
深

く
な
っ
た
原
因
は
市
役
所
に
も
あ
る
た

め
、
給
与
の
引
き
上
げ
は
理
解
で
き
な

い
と
い
う
声
が
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

　
　

人
事
委
員
会
勧
告
を
尊
重
す
べ
き

と
考
え
る
。
集
中
改
革
で
定
員
適
正
化

や
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
強
固
な
財

政
運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

自
立
支
援
団
体
と
の
連
携
と

 

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

累
犯
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
、
知
的
障

が
い
と
認
定
さ
れ
な
い
方
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ
の

方
な
ど
、
制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
る
方
へ

の
支
援
に
は
各
自
立
支
援
団
体
の
横
の

つ
な
が
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

重
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

関
わ
る
全
て
の
人
や
団
体
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
役
割
分
担
し
な

が
ら
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
支
援
団
体
に
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 　
　

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

教
育
環
境
整
備
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、

県
内
で
も
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
本
市
で
は
小

学
校
７
校
の
モ
デ
ル
実
施
後
は
普
及
し

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
維
持
管

理
費
や
地
域
の
芝
刈
り
の
人
的
負
担
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。芝生化された赤塚小学校のグラウ

ンド（西区）

　
　

管
理
負
担
の
軽
減
と
と
も
に
、
導

入
費
用
や
維
持
管
理
費
の
確
保
も
大
き

標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
本
市
の
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

家
庭
や
飲
食
店
の
食
品
ロ
ス
の
実

態
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

実
態
に
即
し
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る

他
、
未
就
学
児
や
小
学
生
向
け
の
啓
発

教
材
の
作
成
な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
。

 　
　

子
宮
頸け

い

が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

た
め
に
も
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
呼
び
掛

け
る
の
で
は
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
正
し

い
情
報
を
伝
え
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
、

最
良
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
と
最
も
効
果
的
な
周
知
方
法
で
あ

る
個
別
通
知
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

よ
り
多
く
の
方
へ
正
し
い
情
報
を

伝
え
、
接
種
を
希
望
す
る
方
が
選
択
で

き
る
よ
う
、
令
和
２
年
度
か
ら
個
別
案

内
の
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
と

 

「
チ
ー
ム
学
校
」の
取
り
組
み

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

が
ん
患
者
は
約
１
０
０
万
人
と
の

全
国
統
計
が
公
表
さ
れ
た
。
が
ん
と
共

に
生
き
・
働
く
時
代
と
も
い
え
、
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
が
重
要
と
考
え
る
。

病
気
に
な
っ
て
も
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

両
立
支
援
に
向
け
、
今
後
も
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業

所
に
お
け
る
先
行
事
例
や
支
援
制
度
、

相
談
窓
口
の
周
知
を
し
て
い
く
。

 　
　

子
ど
も
の
問
題
行
動
の
背
景
に
は
、

複
雑
に
絡
み
合
っ
た
家
庭
や
地
域
、
友

人
関
係
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
複
雑
・
多

様
化
し
た
課
題
を
、
教
職
員
に
心
理
や

福
祉
の
専
門
家
を
加
え
た
「
チ
ー
ム
学

校
」
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
職
員
と
多
様
な
専
門
ス
タ
ッ
フ

刻
で
あ
る
。
母
子
保
健
法
の
改
正
で
産

後
ケ
ア
事
業
が
自
治
体
の
努
力
義
務
と

な
っ
た
こ
の
機
会
に
、
産
後
ケ
ア
の
助

成
対
象
を
拡
充
し
、
現
在
の
宿
泊
型
に

通
所
型
と
訪
問
型
も
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
産
後

ケ
ア
事
業
と
し
て
宿
泊
ケ
ア
を
実
施
し

て
き
た
が
、
こ
の
た
び
の
法
改
正
を
踏

ま
え
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
児
童
・

生
徒
は
東
区
に
も
少
な
く
な
い
が
、
市

内
に
６
カ
所
あ
る
適
応
指
導
教
室
が
東

区
と
西
区
に
は
な
く
中
央
区
ま
で
通
っ

て
い
る
。
設
置
要
望
を
東
区
自
治
協
議

会
か
ら
市
長
と
教
育
長
に
提
出
し
て
い

る
が
、
現
在
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
教
室
の
位
置
付
け
や
運
営

方
法
の
課
題
を
整
理
し
て
お
り
、
来
年

度
中
の
試
行
的
な
開
設
を
目
指
し
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。（
教
育
長
）

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
公
共
交
通
と

 

職
員
給
与
引
き
上
げ

吉
田　

孝
志

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

ま
ち
づ
く
り
×
バ
ス
交
通
推
進

チ
ー
ム
は
、
バ
ス
だ
け
で
な
く
、
も
っ

と
総
合
的
に
考
え
て
、
30
年
、
50
年
後

の
進
む
べ
き
ま
ち
の
姿
を
描
い
た
上
で
、

現
在
導
入
し
て
い
る
新
バ
ス
シ
ス
テ
ム

の
処
方
箋
を
描
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

に
い
が
た
都
市
交
通
戦
略
プ
ラ
ン

で
示
し
た
県
都
新
潟
の
拠
点
化
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
利
用

し
や
す
い
交
通
環
境
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

 　
　

職
員
の
給
与
の
引
き
上
げ
は
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
の
改
革
効
果
を
落
と
す

こ
と
に
な
る
た
め
、
市
民
は
補
助
金
な

ど
が
ま
た
削
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
。
ま
た
財
政
が
厳
し

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
芝
生
化

事
業
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
教
育
長
）

避
難
所
へ
の
自
動
開
錠
型

保
管
庫
設
置
と

 

想
定
を
大
き
く
超
え
る
雨
量
へ
の
対
応

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

 　
　

山
形
県
沖
地
震
の
際
に
、
本
市
の

多
く
の
避
難
所
で
開
錠
し
て
い
な
い
と

い
う
問
題
が
発
生
し
た
。
自
動
的
に
開

錠
す
る

保
管
庫
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
最
初
に
到
着
し
た
人
が
避
難
所

入
口
の
開
錠
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
急

ぐ
べ
き
で
は
。

　
　

機
能
面
を
検
証
し
、
運
用
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
な

が
ら
導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

関
東
や
東
北
を
襲
っ
た
台
風
で
は

想
定
外
の
雨
量
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

基
準
で
は
無
事
だ
っ
た
橋
や
建
物
が
被

害
を
受
け
た
。
本
市
も
人
ご
と
で
は
な

く
可
能
な
限
り
早
急
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定

な
ど
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
主

要
河
川
は
千
年
に
一
度
の
降
雨
を
想
定

し
て
策
定
済
み
だ
が
、
他
の
河
川
も
河

川
管
理
者
に
よ
る
浸
水
想
定
の
見
直
し

が
進
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
に
合

わ
せ
て
改
定
し
公
表
し
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進
と

　

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
周
知

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

食
品
ロ
ス
は
日
本
に
限
ら
ず
世
界

的
に
見
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
国
連
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

で
は
、
一
人
当
た
り
の
食
品
廃
棄
量
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
半
減
す
る
と
の
目

や
地
域
の
人
材
が
協
働
し
て
課
題
解
決

に
当
た
る
こ
と
で
、
学
校
は
、
子
ど
も

が
安
心
し
て
学
び
、
教
職
員
が
本
来
業

務
に
注
力
で
き
る
場
に
な
る
と
考
え
る
。

（
教
育
長
）

プ
ロ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
と

 

経
済
成
長
戦
略
の
必
要
性

内
山　

航
（
翔
政
会
）

 　
　

経
験
や
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、
複
数

企
業
で
活
躍
す
る
外
部
の
プ
ロ
人
材
の

支
援
を
受
け
企
業
を
成
長
さ
せ
る
と
い

う
プ
ロ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
、
人
材
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
小
企
業
の
支

援
の
観
点
か
ら
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

国
で
中
小
企
業
の
人
手
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
、
企
業
と
人
材
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
て
い
る

た
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
く
。

 　
　

２
０
２
０
年
は
５
Ｇ
元
年
と
言
わ

れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
５

Ｇ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど
、
ソ
サ
エ

テ
ィ
５
・
０
の
世
界
に
お
い
て
、
本
市

が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
の
か
と
い

う
経
済
の
成
長
戦
略
を
一
日
も
早
く
示

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●ソサエティ 5.0
　IoT、ロボット、AIなど
の先端技術をあらゆる産業
や社会生活に取り入れ、格
差なく多様なニーズにきめ
細かに対応したモノやサー
ビスを提供することで、経
済発展と社会的課題解決の
両立を可能とした社会のこ
と。

　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
改
定
に
向
け
て
、
経
済
団
体
を

は
じ
め
と
し
た
有
識
者
と
の
意
見
交
換

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
く
。

にいがた市議会だより3 令和２年（2020年）２月２日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。



２
０
２
０
新
川
開
削
２
０
０
年
と

　

国
土
強
靭
化
に
向
け
た
道
路
整
備

佐
藤　

正
人（

翔
政
会
）

 　
　

昔
、
西
蒲
原
一
帯
は
輪
中
地
帯
で

大
雨
が
続
く
と
悪
水
が
こ
も
っ
て
稲
を

腐
ら
せ
農
民
た
ち
を
苦
し
め
て
い
た
が
、

１
８
２
０
（
文
政
３
）
年
に
伊
藤
五
郎

左
衛
門
ら
庄
屋
た
ち
が
金
を
出
し
合
い

新
川
を
開
削
し
て
農
民
た
ち
を
救
っ
た

と
い
う
歴
史
事
実
を
ど
う
思
う
か
。新川と西川の立体交差。下を

流れる川が新川（西区）

　
　

新
川
開
削
の
歴
史
は
本
市
の
大
切

な
宝
で
あ
り
、
西
蒲
原
平
野
が
現
在
の

実
り
豊
か
な
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
お
か

げ
で
あ
る
と
考
え
る
。

 　
　

近
年
、
地
震
、
豪
雨
、
台
風
な
ど

大
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
考

え
る
。
中
で
も
道
路
は
市
民
生
活
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靭
化
に
向
け
た
道
路
の
整
備
と
維

持
管
理
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
や
橋
の
耐

震
化
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ

の
長
寿
命
化
な
ど
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

固
定
資
産
税
減
免
に
よ
る
空
き
家
対
策
と

 

廃
校
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

 　
　

近
年
、
放
置
空
き
家
が
増
加
し
て

い
る
が
、
取
り
壊
す
こ
と
で
固
定
資
産

税
が
高
く
な
る
こ
と
が
、
解
体
に
待
っ

た
を
か
け
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
見
附
市
な
ど
全
国
の
自
治
体
で
固

定
資
産
税
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
る

が
、
本
市
も
導
入
す
べ
き
で
は
。

　
　

市
独
自
の
減
免
に
つ
い
て
他
都
市

と
同
様
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

税
の
公
平
性
の
観
点
な
ど
か
ら
現
状
で

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 　
　

人
口
減
少
や
少
子
化
に
伴
い
全
国

で
廃
校
が
進
む
中
、
転
用
し
て
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
自
治
体
も
多
い
。

廃
校
後
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核

と
な
る
よ
う
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
公
民
連
携
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。廃校後、文化芸術や青少年活動の拠点と

して利用されている旧二葉中学校（中央区）

　
　

旧
二
葉
中
学
校
は
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

芸
術
創
造
村
・
国
際
青
少
年
セ
ン
タ
ー

と
し
て
開
館
し
た
。
廃
校
の
活
用
は
他

都
市
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る
市
長
の
公
約
と

　

万
代
島
ル
ー
ト
線
の
未
着
工
区
間

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

市
長
は
選
挙
の
公
約
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

の
大
幅
見
直
し
と
直
通
便
の
増
便
を
掲

げ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
利
用
者
や
市

民
が
最
も
望
む
こ
と
で
あ
る
が
、
令
和

元
年
９
月
定
例
会
の
答
弁
で
、
直
通
便

の
増
便
を
初
め
て
否
定
し
た
。
こ
れ
は

公
約
違
反
で
は
な
い
か
。

　
　

以
前
と
同
じ
運
行
形
態
に
戻
し
た

場
合
、
減
便
や
路
線
廃
止
が
繰
り
返
さ

れ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
直
通
便
の
増

便
と
郊
外
路
線
の
減
少
の
相
関
関
係
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

万
代
島
ル
ー
ト
線
の
未
着
工
区
間

は
、
ピ
ア
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ
の
移
転
や
多

く
の
立
ち
退
き
が
必
要
と
な
る
な
ど

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
上
に
、
事
業
の
必
要

性
も
感
じ
ら
れ
ず
、
沿
線
の
白
壁
通
り

周
辺
の
ま
ち
も
壊
し
か
ね
な
い
。
未
着

工
区
間
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

●万代島ルート線
　新潟バイパスの紫竹山インターチェン
ジから中央区寄居町に至る全長約5.6キロ
メートルの都市計画道路。渋滞緩和、交
通事故削減、安心・安全なまちづくりの
支援などを目的に、平成４年に都市計画
決定された。国の直轄事業として、柳都
大橋から西堀通までの区間が供用中で、
現在は紫竹山インターチェンジから明石
通までの区間で事業が進められている。

　
　

本
市
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
や
拠
点
性
向
上
に
寄
与
す
る
重
要
な

道
路
で
あ
り
、
未
着
工
区
間
も
含
め
引

き
続
き
国
土
交
通
省
と
協
議
し
て
い
く
。

投
資
的
経
費
の
在
り
方
と

 

旧
市
場
跡
地
売
却
金

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

本
市
は
大
型
事
業
や
合
併
建
設
計

画
な
ど
の
大
き
な
投
資
的
経
費
が
膨
ら

ん
だ
こ
と
が
、
財
政
危
機
に
陥
っ
た
主

な
原
因
と
し
、
今
後
の
投
資
的
経
費
の

在
り
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
具
体
的
な

検
討
に
入
れ
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

市
民
の
安
心
・
安
全
に
関
わ
る
事

業
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
必
要
も
あ
り
、

投
資
的
経
費
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
予
算
編
成
作
業
の
中
で
具

体
の
事
業
に
即
し
て
検
討
し
て
い
る
。

 　
　

旧
市
場
跡
地
売
却
金
の
約
26
億
円

は
当
初
、
中
央
卸
売
市
場
事
業
会
計
に

組
み
込
む
方
針
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
約
18
億
円
は
一
般
会
計
に
組
み
込
ま

れ
、
何
に
活
用
さ
れ
た
の
か
不
明
な
ま

ま
な
く
な
っ
た
。
18
億
円
は
市
場
事
業

会
計
に
組
み
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実

に
進
め
、
さ
ら
な
る
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

若
年
女
性
の
東
京
圏
へ
の
転
出
超
過
と

 

保
育
士
の
確
保

小
山　

進
（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

若
年
女
性
が
東
京
に
流
出
す
る
動

き
を
止
め
ら
れ
な
い
最
大
の
壁
は
、
就

職
だ
と
考
え
る
。
地
元
企
業
に
希
望
す

る
職
種
の
求
人
が
少
な
い
な
ど
課
題
は

多
い
た
め
、
第
２
期
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
政
策
を
打
ち

出
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

東
京
圏
へ
の
女
性
の
転
出
超
過
が

特
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
若
者
の
流
出

抑
制
・
流
入
促
進
に
取
り
組
む
他
、
女

性
の
転
出
の
多
い
医
療
・
福
祉
分
野
の

就
労
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

本
市
の
第
２
期
総
合
戦
略
の
取
り
組
み

と
し
て
、
国
の
制
度
を
活
用
し
た
保
育

士
の
家
賃
補
助
を
含
む
処
遇
改
善
を
図

り
、
一
度
流
出
し
た
人
材
の
流
入
な
ど

に
つ
な
げ
る
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
地
元
定
着
や
首
都
圏
に
流

出
し
た
保
育
人
材
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

促
進
な
ど
、
国
制
度
を
活
用
し
た
新
た

な
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

●保育士の家賃補助制度
　国は、保育士の就業継続や離職
防止を図り、保育士が働きやすい
環境を整備するため、事業者が保
育士用の宿舎を借り上げるための
費用の一部を補助する制度を設け
ている。また保育士資格取得支援
事業などのさまざまな補助制度を
設け、保育人材確保に向けた自治
体の取り組みを支援している。

大
型
事
業
の
見
直
し
と

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
拡
充

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
で
福
祉
が

削
ら
れ
、
市
民
の
負
担
は
限
界
で
あ
る
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
の
第
一

に
掲
げ
る
べ
き
は
大
型
事
業
の
見
直
し

で
あ
り
、
市
民
に
新
た
な
負
担
を
求
め

る
も
の
は
取
り
組
み
項
目
か
ら
外
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
の
集
中
改
革
は
、
単
な
る
歳
出

削
減
で
は
な
く
、
住
み
よ
い
暮
ら
し
た

い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
真
に
取
り

組
む
べ
き
重
要
課
題
に
限
ら
れ
た
経
営

資
源
を
充
て
る
た
め
の
改
革
で
あ
る
。

 　
　

健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
に
よ
る
住
宅
の
断
熱
改
修
は
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
防
止
だ
け
で
な
く
、
家
庭

で
も
地
球
温
暖
化
防
止
に
参
加
で
き
る

実
感
な
ど
が
得
ら
れ
る
。
補
助
上
限
額

を
引
き
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
新
築
の

際
の
補
助
も
加
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

新
築
に
は
国
の
支
援
制
度
も
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
大
幅
な
拡
充
は
難
し
い

が
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
注
視
し
な
が

ら
制
度
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

●健幸すまいリフォーム助成事業
　子どもを安心して産み育てられ、高
齢者が健康で幸せに暮らせる住環境を
創出することを目的に、既存住宅のバ
リアフリーリフォーム、子育て対応リ
フォーム、温熱環境改善リフォーム
や、それに併せて行う居住環境や住
宅機能の維持・向上のための住宅リ
フォーム工事を行う場合に、その費用
の一部を補助する制度。

大
川
小
津
波
訴
訟
判
決
の
受
け
止
め
方
と

　

防
災
教
育
、
事
前
防
災
の
喫
緊
の
課
題

栗
原　

学
（
翔
政
会
）

 　
　

宮
城
県
石
巻
市
大
川
小
津
波
訴
訟

の
判
決
は
、
今
後
の
防
災
教
育
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
が
、

そ
の
受
け
止
め
方
と
、
こ
れ
か
ら
の
本

市
の
防
災
教
育
、
事
前
防
災
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
命
を
最
優
先
に
考
え
て
喫
緊

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
何

か
。
ま
た
教
員
の
多
忙
化
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
防
災
教
育
に
お
い
て
学

校
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
学
校
や
教
育

委
員
会
だ
け
が
担
う
の
は
非
常
に
無
理

が
あ
る
た
め
、
市
長
部
局
や
地
域
住
民

が
学
校
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
教
育
長
の
認
識
は
。

　
　

教
員
ら
の
対
応
の
み
な
ら
ず
事
前

防
災
の
不
備
の
過
失
も
認
定
し
た
判
決

で
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
の

備
え
の
重
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た
と

重
く
受
け
止
め
て
お
り
、
今
後
は
学
校

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
よ
り
専
門
的

見
地
か
ら
再
度
見
直
し
て
い
く
。
ま
た

学
校
現
場
は
地
域
の
皆
さ
ま
、
市
長
部

局
も
含
め
み
ん
な
で
支
え
て
い
き
た
い
。

（
教
育
長
）

にいがた市議会だより 4令和２年（2020年）２月２日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025－226－3385（直通）



　

12
月
23
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
財
務
部
長
総
括
説
明
関
係
部
分

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
見
直
し
に
よ

り
、
市
民
に
痛
み
を
押
し
付
け
た

の
は
市
長
や
副
市
長
の
責
任
と
す

る
な
ら
ば
、
俸
給
の
減
額
に
と
ど
ま
ら

ず
、
事
業
の
見
直
し
や
復
活
を
求
め
る
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
つ
い

て
説
明
会
を
行
い
、
市
民
の
意
見
を
積

極
的
に
聞
く
こ
と
を
求
め
る
。

●
新
潟
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
減
額
を
提

案
す
る
際
は
、
一
般
職
員
の
給
与
に
批

判
の
矛
先
が
向
か
な
い
よ
う
留
意
す
べ

き
で
あ
る
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

全
般

　

市
が
管
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
施

設
は
な
い
か
な
ど
、
指
定
管
理
者
制
度

の
在
り
方
の
再
検
討
を
求
め
る
。
指
定

管
理
者
が
固
定
化
す
る
こ
と
で
運
営
が

膠こ
う
ち
ゃ
く着

し
な
い
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

●
令
和
元
年
度
新
潟
市
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係
部
分

　

ア
ー
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
開
催
事
業
に
つ
い
て
、
来
場
者

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
、
新

規
来
場
者
の
増
加
へ
一
層
の
努
力
を
求

め
る
。
毎
年
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

当
初
予
算
に
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
。

　

高
等
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
明
鏡
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
併
せ
、
万
代
高
校
お
よ
び
高
志
中
等

教
育
学
校
の
保
護
者
が
負
担
し
て
い
る

エ
ア
コ
ン
の
リ
ー
ス
料
も
市
の
負
担
と

総 務文教経済

　

９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
た
平

成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
７
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
議
案
は
多

数
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
12
月
３
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
し
た
本
決
算

の
意
見
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

●
財
政
運
営

　

平
成
30
年
度
は
事
務
事
業
の
見
直
し

に
よ
り
、
政
令
市
移
行
後
初
め
て
収
支

均
衡
を
達
成
し
た
が
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
は
程
遠
い
。
今
後
、
社
会
保

障
費
の
増
大
や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

へ
の
備
え
が
必
要
と
な
り
、
将
来
負
担

比
率
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
担

当
部
局
が
状
況
を
注
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

収
支
均
衡
の
達
成
は
、
少
雪
に
よ
る

除
排
雪
経
費
の
大
幅
減
な
ど
不
確
定
要

素
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
全
事
務

事
業
点
検
を
実
施
し
、
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
と
痛
み
を
与
え
た
中
で
達
成

し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市

民
に
対
し
て
反
省
や
お
わ
び
の
一
言
も

な
く
、
今
後
市
民
に
寄
り
添
っ
て
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
意
思
が
あ
る
の
か

疑
問
で
あ
る
。
ま
た
収
支
均
衡
に
過
度

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
デ
フ
レ
マ

イ
ン
ド
に
陥
る
こ
と
へ
の
影
響
に
も
十

分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

主
要
３
基
金
の
残
高
は
、
昨
今
多
発

す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て

は
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
も
不
測
の
事

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
基
金
残
高
の
確

保
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
税
収
が
逓
減
し
て

い
く
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
今
後
も
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
望
む
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

全
般

　

施
設
に
合
う
評
価
項
目
を
検
討
し
、

非
公
募
に
よ
る
選
定
の
場
合
は
資
料
に

理
由
を
明
記
す
る
よ
う
望
む
。
官
民
連

携
に
よ
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
を

促
進
す
る
よ
う
求
め
る
。

●
新
潟
市
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

違
法
行
為
に
対
し
、
し
っ
か
り

と
指
導
監
督
や
改
善
命
令
を
行
え
る
体

制
を
整
え
る
よ
う
求
め
る
。

●
新
潟
市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
の
発
達
支
援
や
家
族
支
援
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
、
よ
り
一
層
取

り
組
む
よ
う
望
む
。

●
新
潟
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

閉
鎖
予
定
の
４
施
設
に
つ
い
て
、
利

用
者
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
丁
寧
な

対
応
と
最
大
限
の
配
慮
を
望
む
。

●
新
潟
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
　

改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
悪
質

な
滞
納
者
に
は
し
っ
か
り
と
対
処

す
る
よ
う
要
望
す
る
。
市
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
り
、
さ
ら
な

る
家
賃
な
ど
の
滞
納
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
適
切
に
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

●
信
濃
バ
レ
ー
親
水
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定

　

応
募
が
一
者
の
み
で
競
争
性
が
失
わ

れ
て
い
る
。
公
の
施
設
は
自
治
体
が
住

民
福
祉
の
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
で
、

営
利
企
業
に
よ
る
指
定
管
理
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。

市民厚生環境建設

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

橋
本　

京
子
さ
ん　

齋
藤　
　

誓
さ
ん

グ
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
研
究
し
な
が
ら
大
い
に
取

り
組
む
よ
う
望
む
。

●
大
型
事
業

　

本
市
の
拠
点
化
に
資
す
る
大
型
投
資

が
も
う
少
し
で
具
現
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
市
民
に
そ
の
効
果
を
還
元
で
き

る
よ
う
知
恵
を
絞
り
、
中
途
半
端
な
形

で
終
わ
る
こ
と
な
く
前
に
進
め
る
こ
と

を
望
む
。

　

一
方
、
大
型
事
業
を
聖
域
と
し
て
き

た
ゆ
が
み
が
あ
る
。
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
こ
と
や
な
り
わ
い
経
済
の
底
上

げ
こ
そ
、
選
択
と
集
中
の
中
心
に
据
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

万
代
島
ル
ー
ト
線
は
事
業
の
在
り
方

を
国
と
協
議
し
、
見
直
し
て
余
っ
た
分

で
地
元
に
仕
事
を
つ
く
る
地
域
密
着
型

公
共
事
業
に
回
し
、
地
域
経
済
を
応
援

す
べ
き
で
あ
る
。

●
産
業
・
雇
用
政
策

　

20
代
前
半
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
受
け
皿
と
な

る
雇
用
の
場
の
創
出
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
県
な
ど
と
連
携
し
、
若
者
が
魅

力
を
持
ち
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
企
業

誘
致
を
全
力
で
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

都
市
間
競
争
に
負
け
な
い
よ
う
補
助
制

度
の
充
実
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

●
観
光
誘
客

　

優
れ
た
食
文
化
、
豊
か
な
自
然
な
ど

を
も
っ
と
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
求
め
る
。

●
農
業
施
策

　

高
収
益
な
園
芸
作
物
導
入
に
よ
る
大

規
模
な
産
地
化
を
目
指
す
取
り
組
み
に

対
し
て
、
新
た
に
支
援
を
行
っ
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
今
後
も
農
業
に
魅
力
を

感
じ
る
新
規
就
農
者
が
増
え
る
施
策
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
家
族
農
業
者
の

声
も
幅
広
く
聞
き
、
も
う
か
る
農
業
の

実
現
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨

決
算
特
別
委
員
会
審
査
結
果

人

事

案

件

　

二
瓶
富
美
子
さ
ん　

牧
野　

純
子
さ
ん

　

渡
辺
美
弥
子
さ
ん　

眞
島　

潤
子
さ
ん

　

津
野　
　

香
さ
ん　

田
邊
と
も
子
さ
ん

　

川
上　

裕
子
さ
ん

■中国・青島市（10月30日～11月２日）

　佐藤豊美議長をはじめとする議員８人が、本市議会と
友好交流の覚書を交わしている中国・青島市人民代表大
会常務委員会（議会）を表敬訪問しました。
　宋遠方主任（議長）からは、両議会の友好交流10年の成
果と、今後両市の多岐の分野にわたる交流拡大などについ
て期待が示されました。佐藤議長からは、食文化を活用し
た観光交流、新潟の米や酒の輸出拡大、航空路開設などへ
の支援・協力についてお願いし、意見交換を行いました。
　また、青島港のコンテナやクルーズ船のターミナルな
どを視察した他、日本国総領事館や日系企業を訪問し、
現地の経済情勢などについて伺いました。
　本市と青島市とは東ア
ジア文化都市2015によ
る交流が続いており、市
民交流、民間交流のさら
なる発展につなげていき
たいと考えています。

■両川中学校（11月20日）

　市議会では、主に中学生・高校生を対象に、学校が実
施する主権者教育に協力する取り組みを行っており、未
来の有権者が選挙・地方自治制度への理解を深め、自分
たちの住む地域社会の諸課題を見いだし、解決に向け自
ら参画しようとする意欲の醸成を推進しています。
　11月20日に議員９人が両川中学校（江南区）を訪
れ、３年生約20人と共に「交通事故多発地点の対策」
についての模擬市議会をロールプレイング方式で行い、
合意形成や意思決定についての学びを支援しました。
　参加した生徒からは「市議会や議員の仕事について興
味を持つことができた」「地域の問題について意見をま
とめたり、アイデアを出
したりする大変さがよく
分かった」などの感想が
ありました。
　市議会は、今後も積極
的に主権者教育に協力し
ていきます。

市議会と近隣諸国との交流 主権者教育推進への取り組み

青島市人民代表大会常務委員会表敬 模擬市議会の様子

にいがた市議会だより5 令和２年（2020年）２月２日

●目の不自由な方を対象に市議会だより点字版・音声版（デイジー版、一般用CD版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025－226－3385（直通）



請
願・陳
情
の
審
査
結
果

▼
採
択

　

●
請
願
第
２
号

　
　

  

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
住
民

バ
ス
社
会
実
験
継
続
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

●
陳
情
第
48
号

　
　

  

重
度
障
が
い
者
が
広
く
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
通
勤
や
職
場
に
お
け
る
介
護

制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
不
採
択

　

●
請
願
第
３
号

　
　

  

基
礎
年
金
の
改
善
と
年
金
の
毎
月
支
給

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
31
号

　
　

  

新
潟
市
の
財
政
再
建
と
結
果
責
任
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
32
号

　
　

  

新
潟
市
ぽ
い
捨
て
等
及
び
路
上
喫
煙
の

防
止
に
関
す
る
条
例
に
お
け
る
喫
煙
行

為
に
、
電
子
た
ば
こ
の
喫
煙
も
過
料
の

対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
33
号

　
　

  

中
国
青
島
市
へ
の
意
味
不
明
の
議
員
視

察
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
34
号

　
　

  「
年
齢
計
算
ニ
関
ス
ル
法
律
」の
改
正
に

つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
35
号

　
　

  

審
査
庁
を
総
務
課
で
対
応
す
る
こ
と
に

つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
36
号

　
　

  

審
査
請
求
に
対
す
る
速
や
か
な
対
応
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
お
よ

び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
37
号

　
　

  

審
査
庁
と
処
分
庁
が
同
じ
執
行
機
関
で

は
公
正
な
審
査
は
で
き
な
い
の
で
法
整

備
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
第

１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
38
号

　
　

  

情
報
開
示
資
料
の
コ
ピ
ー
の
取
り
扱
い

の
統
一
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
第

１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
39
号

　
　

  

市
民
病
院
の
案
内
表
示
看
板
が
樹
木
で

全
く
見
え
な
い
の
で
改
善
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
40
号

　
　

  

市
民
病
院
の
造
影
剤
投
与
の
説
明
と
同

意
書
は
検
査
の
都
度
実
施
す
る
こ
と
に

つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
41
号

　
　

  

市
民
病
院
の「
文
書
を
提
出
し
な
い
と

答
え
な
い
。
回
答
す
る
か
は
別
」の
姿

勢
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
42
号

　
　

  「
市
長
へ
の
手
紙
」の
要
領
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び

第
２
項
）

　

●
陳
情
第
43
号

　
　

  

市
民
か
ら
の
請
願
の
要
請
を
無
視
し
な

い
で
対
応
す
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１

項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
44
号

　
　

  

市
は
各
課
に
任
せ
き
り
に
し
な
い
で
指

導
監
督
す
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項

か
ら
第
３
項
）

　

●
陳
情
第
45
号

　
　

  

各
課
ば
ら
ば
ら
で
な
く
市
民
対
応
を
統

一
す
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
お
よ

び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
46
号

　
　

  

市
民
病
院
職
員
の
懲
戒
に
対
す
る
審
査

会
の
審
議
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
47
号

　
　

  

市
民
病
院
の
法
律
相
談
に
関
す
る
報
酬

の
予
算
執
行
を
適
正
に
行
う
こ
と
に
つ

い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
49
号

　
　

  

新
潟
市
職
員
の
月
給
引
き
上
げ
の
中
止

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
50
号

　
　

  

審
査
請
求
に
対
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を

適
正
に
行
う
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項

か
ら
第
４
項
）

　

●
陳
情
第
51
号

　
　

  

市
民
病
院
は
情
報
開
示
を
適
正
に
行
う

こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
か
ら
第
３
項
）

　

●
陳
情
第
53
号

　
　

  

情
報
公
開
文
書
の
コ
ピ
ー
代
を
正
し
い

金
額
に
改
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
55
号

　
　

  

秋
葉
区
山
の
手
地
区
住
民
バ
ス
の
廃
止

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

■ 議 案 と そ の 結 果 ■
【市長提出】
議案番号 件　　　名 結果
第98号 決算の認定について（９月定例会で継続審査となったもの） 認定
第103号 令和元年度新潟市一般会計補正予算 可決
第104号 新潟市特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定について［市長

及び副市長について俸給の一部の減額を行うもの］
可決

第105号 新潟市無料低額宿泊所の設備及び運営の基準に関する条例の制定につ
いて［社会福祉法の改正に伴い、無料低額宿泊所の設備及び運営の基
準に関する規定を整備するもの］

可決

第106号 新潟市債権管理条例の一部改正について［民法の改正に伴い、延滞金
の徴収等に関する規定を整備するもの］

可決

第107号 新潟市コミュニティセンター及びコミュニティハウス条例の一部改正
について［西内野ひまわりクラブの移転に伴い、西コミュニティセン
ターに関する規定を整備するもの］

可決

第108号 新潟市保育所条例及び新潟市地域保健福祉センター条例の一部改正に
ついて［万代保育園及び宮浦乳児保育園の統合・移転、並びに中央区
東地域保健福祉センターの移転に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第109号 新潟市立児童発達支援センター条例の一部改正について［保育所等訪
問支援事業の開始に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第110号 新潟市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正に
ついて［省令等の改正に伴い、保育所等の設備の基準に関する規定を
整備するもの］

可決

第111号 新潟市老人デイサービスセンター条例の一部改正について［公設老人
デイサービスセンターの見直しに伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第112号 新潟市営住宅条例の一部改正について［市営住宅入居時の連帯保証人
を不要とすることなどに伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第113号 下越障害福祉事務組合規約の変更について［新発田地域老人福祉保健
事務組合と下越障害福祉事務組合の統合に伴い、規約を変更するもの］

可決

第114号 新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新
潟県市町村総合事務組合規約の変更について［新発田地域老人福祉保
健事務組合の解散に伴い、規約を変更するもの］

可決

第115号 当せん金付証票の発売について［令和２年度の当せん金付証票の発売
限度額を定めるもの］

可決

第116号 契約の締結について［小須戸橋架替工事］ 可決
第117号 指定管理者の指定について［木崎コミュニティセンターなどの管理を

行わせるもの］
可決

第118号 指定管理者の指定について［下山コミュニティハウスなどの管理を行
わせるもの］

可決

第119号 指定管理者の指定について［鳥屋野運動公園馬場の管理を行わせるもの］可決
第120号 指定管理者の指定について［山二ツ運動広場の管理を行わせるもの］ 可決
第121号 指定管理者の指定について［二本木地区コミュニティセンターなどの

管理を行わせるもの］
可決

第122号 指定管理者の指定について［亀田市民会館などの管理を行わせるもの］ 可決
第123号 指定管理者の指定について［新飯田地域生活センターなどの管理を行

わせるもの］
可決

第124号 指定管理者の指定について［潟東地域コミュニティセンターの管理を
行わせるもの］

可決

第125号 指定管理者の指定について［岩室民俗史料館の管理を行わせるもの］ 可決
第126号 指定管理者の指定について［岩室体育館などの管理を行わせるもの］ 可決
第127号 指定管理者の指定について［西川野球場などの管理を行わせるもの］ 可決
第128号 指定管理者の指定について［中之口体育館などの管理を行わせるもの］ 可決
第129号 指定管理者の指定について［バイオリサーチセンターの管理を行わせるもの］可決
第130号 指定管理者の指定について［北区文化会館の管理を行わせるもの］ 可決
第131号 指定管理者の指定について［新津地区グリーンセンターの管理を行わ

せるもの］
可決

第132号 指定管理者の指定について［岩室健康増進センターの管理を行わせるもの］可決
第133号 指定管理者の指定について［岩室観光施設の管理を行わせるもの］ 可決
第134号 指定管理者の指定について［中之口農業体験公園の管理を行わせるもの］可決

議案番号 件　　　名 結果
第135号 指定管理者の指定について［障がい者デイサポートセンターの管理を

行わせるもの］
可決

第136号 指定管理者の指定について［乳児院の管理を行わせるもの］ 可決
第137号 指定管理者の指定について［小林ひまわりクラブの管理を行わせるもの］可決
第138号 指定管理者の指定について［新通つばさひまわりクラブの管理を行わ

せるもの］
可決

第139号 指定管理者の指定について［老人憩の家阿賀浜荘などの管理を行わせるもの］可決
第140号 指定管理者の指定について［こども創作活動館の管理を行わせるもの］ 可決
第141号 指定管理者の指定について［老人憩の家松崎荘などの管理を行わせるもの］可決
第142号 指定管理者の指定について［老人デイサービスセンター藤見の管理を

行わせるもの］
可決

第143号 指定管理者の指定について［老人憩の家ひばり荘の管理を行わせるもの］可決
第144号 指定管理者の指定について［老人憩の家沼垂荘などの管理を行わせるもの］可決
第145号 指定管理者の指定について［老人デイサービスセンター早川町の管理

を行わせるもの］
可決

第146号 指定管理者の指定について［老人憩の家大江山荘などの管理を行わせるもの］可決
第147号 指定管理者の指定について［新津斎場の管理を行わせるもの］ 可決
第148号 指定管理者の指定について［南区月潟健康センターなどの管理を行わ

せるもの］
可決

第149号 指定管理者の指定について［白根児童センターなどの管理を行わせるもの］可決
第150号 指定管理者の指定について［老人福祉センター黒埼荘などの管理を行

わせるもの］
可決

第151号 指定管理者の指定について［老人憩の家新川荘などの管理を行わせるもの］可決
第152号 指定管理者の指定について［老人憩の家かすがい荘の管理を行わせるもの］可決
第153号 指定管理者の指定について［老人デイサービスセンター潟東などの管

理を行わせるもの］
可決

第154号 指定管理者の指定について［老人デイサービスセンター中之口の管理
を行わせるもの］

可決

第155号 指定管理者の指定について［信濃バレー親水レクリエーション広場の
管理を行わせるもの］

可決

第156号 令和元年度新潟市一般会計補正予算 継続審査
第157号 令和元年度新潟市国民健康保険事業会計補正予算 継続審査
第158号 令和元年度新潟市中央卸売市場事業会計補正予算 継続審査
第159号 令和元年度新潟市介護保険事業会計補正予算 継続審査
第160号 令和元年度新潟市下水道事業会計補正予算 継続審査
第161号 令和元年度新潟市水道事業会計補正予算 継続審査
第162号 令和元年度新潟市病院事業会計補正予算 継続審査
第163号 新潟市給与条例等の一部改正について［第163号および第164号は、人

事委員会の勧告に基づき、俸給表の改定などを行うもの］
継続審査

第164号 新潟市教育職員給与条例の一部改正について 継続審査
諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について［任期満了に伴うもの　９名］ 同意

【議員提出】
議案番号 件　　　名 結果
第７号 消費税を５％に戻すことを求める意見書の提出について 否決
第８号 桜を見る会の私物化疑惑の徹底究明を求める意見書の提出について 否決
第９号 重度障がい者が広く働くことができるよう通勤や職場における介護制

度の確立を求める意見書の提出について
可決

各会派の賛否状況や議案の内容を市議会ホーム
ページに掲載しています。下記のURLまたは右
記のQRコードからアクセスしてご覧ください。
URL：http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index_honkaigi/honkaigi_kekka/index.html

▶スマート
　フォンは
　こちらから

にいがた市議会だより 6令和２年（2020年）２月２日

●市議会だよりに関するご感想などがありましたらお聞かせください。ご連絡は議会事務局調査法制課へ　☎025－226－3385（直通）


